
検　索検　索JMA152390申込・
セミナー詳細は

■ プログラム
（1日目） （2日目）

10：00～17：00　［昼休み］ 12：00～13：00

※プログラム変更される場合があります。あらかじめご了承ください。

2026年10月22日（木）～23日（金）

2027年  2月25日（木）～26日（金）

開催日時

対　　象 ・実務に役立つ現場のモータ技術を学びたい方
・システム装置でモータを使用している方
・モータ関連の若手からベテラン技術者

今、知りたい、現場実務に役立つ

モータ技術必須（8項目）
習得セミナー

参加料（税込） 法人会員：104,500円/1名

会 員 外：115,500円/1名

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれています。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください。）
※法人会員ご入会の有無につきましては以下URLにてご確認ください。
　https://www.jma.or.jp/membership/
※お申込みページ内参加申込規定を確認・同意のうえお申込みください。

1 モータの構造
・モータの構造、モータの回転原理
・ビデオ映像でモータ製造工程（巻線、絶縁処理、鉄心圧入）解説
・Q&A事例集：モータ製造現場はどの様になっているか？

……その他4件
2 モータ仕様
・モータ仕様・仕様項目、回転数 － トルク － 出力の関係
・環境、仕様決定・試験項目、温度特性、環境対応、負荷の

使用頻度
・Q&A事例集：標高1000mを超える環境でモータ使用

する場合、どうするか？……その他４件
3 絶縁・巻線
・巻線構成、許容温度、絶縁劣化、巻線欠陥、耐圧試験、

サージ電圧、製品検査
・トラブル事例：インバータ運転レアショート、絶縁劣化の

固定子電流法による検出
・Q&A事例集：インバータ運転レアショートが多いのは

なぜか？……その他４件
4 軸受
・軸受構成、軸受寿命、グリース寿命、高速対応の軸受、

オイルシール技術
・Q＆A事例集：軸受のトラブル事例はどのような事例が

あるか？……その他４件

5 モータ騒音振動
・振動騒音の問題、電磁音、機械音、ファン騒音
・振動測定法、振動判定方法、モータの故障診断方法、

トラブル事例
・Q&A事例集：現場でモータの騒音を低減するには、どの

ようにするか？……その他８件

6 コギング＆トルクリップルの発生原理
・トルク測定の原理、測定システムと実際の波形、結果

評価法
・精密モータドライブシステム装置での連成（制御 － 構造 －

電磁）による低減事例

7 インバータ運転
・現場でどのように制御され、何が大事ですか？
・インバータ制御、インバータ仕様、現場での諸特性、パラメータ
・Q&A事例集：インバータのトラブル事例で何が多いか？

……その３件
8 トラブル解決法
・FTA分析、故障モード影響解析、トラブルシューティング法
・なぜなぜ分析、特性要因、落としどころGoalの決め方
・Q&A事例集の紹介：なぜなぜ分析は、なぜうまくいかな

いか？……その他８件

・実務に役立つ現場のモータ技術に重きをおき、早期戦力化を目的として開催いたします。
・基礎から応用まで、最新事例を含めて必須7項目を学べます。
・一方的な講義だけではなく、「デモ機によるモータ運転、モータ分解」「講師との質疑応答」の時間を多く割いていますので、実機を

見て、知識や考え方を深く理解できる研修となっています。
・現場で起きているトラブル事例を多く紹介し、再発防止に繋がります。
・トラブルに出くわした時の解決法と落としどころGoalの決め方を学べます。
・講師はモータ技術分野を48年間携わった第一人者をお招きしています。

ねらい・特長

講　　師 野田 伸一 氏
Nodaモータテック事務所 代表
モータ工学博士

【技術分野】産業、家電、エレベータ、自動車、鉄道
【専門書5冊】モータの騒音・振動と設計対策法　等
【特許論文】特許：58件、論文：55件
【 表 彰 歴 】8件：電気学会論文賞、オーム技術賞、発明表彰  等
【非常勤講】芝浦工大、大同工大、セミナー講師、社内専門講師

2日間とも 10：00～17：00
＜会場開催＞ 日本能率協会 研修室（東京都 港区 芝公園）

2日間とも 10：00～17：00
＜オンライン開催＞ Zoom

検　索検　索JMA152568申込・
セミナー詳細は

■ プログラム 13：30～17：00

※プログラム変更される場合があります。あらかじめご了承ください。

2026年12月  8日（火）開催日時

対　　象 ・これから知財戦略を学びたい技術者・スタッフの方々
・「知財戦略」以前学んだ方で再度、学びなおしたい方

技術者のための
知財戦略「再」入門セミナー

参加料（税込） 法人会員：　30,250円/1名

会 員 外：　35,750円/1名

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれています。
※法人会員ご入会の有無につきましては以下URLにて

ご確認ください。
https://www.jma.or.jp/membership/

※お申し込みページ内参加申込規定を確認・同意のうえ
お申し込みください。

初
校

0 はじめに 知財戦略とは

1 知財戦略の基本 知財による事業貢献

2 事業戦略・研究開発戦略との相関

3 事業上の立ち位置と知財戦略

4 目的に応じた知財情報分析

5 自社の強みを築く特許取得と活用

6 自社の弱みを除く他社特許対応

7 研究開発が関わる知財契約の要点

8 社内外の連携とコミュニケーション

知財戦略という言葉は耳にするものの「結局何だかよく分からない」「自分の業務との関わりが実感できない」という研究開発者の
方は少なくないかもしれません。単に「特許の出願を（時々）すればよい」「他社の特許を（とりあえず）読めばよい」というステージを
越えて、その先の、企業で特許・知財に取り組むことの意義を、改めてしっかり考えてみませんか？
本セミナーでは、企業での知財マネジメントに精通する講師が、知財戦略のイロハから中級者向けのポイントまで、演習や具体例も
交えて、分かりやすく解説します。

開催趣旨

講　師

加藤弁理士事務所 代表 弁理士

加藤 　実 氏

1991年～　味の素から特許事務所に転職。
国内外の特許出願・権利化・異議申立・無効審判・審決取消訴訟・侵害
訴訟等を担当。以降、一貫して知財実務に従事。

1995年　　弁理士登録 （2005 特定侵害訴訟代理業務付記登録）
2000年～　花王の知財部門に転職。

企業マネジメントの立場から知財戦略の策定と遂行、知財権の管理・
活用を主導。知財センター長、知財主幹等を歴任。

2019年～　加藤弁理士事務所を開業。
中小企業、個人などの多様な知財ニーズに対応。講演・執筆実績多数。

■ 本テーマ関連学協会での活動
知的財産研究教育財団 上席研究員（非常勤）
国際知的財産保護協会（AIPPI） 本部常設委員会メンバー

定　　員 30名 （定員になり次第締め切らせていただきます。）

半日・オンライン

オンライン 13：30～17：00
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